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自分を変える方法は？ レランサ社長 スティーブン・ブライスタイン 2023/5/8 日経産業新聞 

私は以前、オーストラリアに移住することで、一生涯持っていたクモ恐怖症を克服することがで

きました。シドニーで飛行機から降りた瞬間、以前のひどい恐怖症が単なるクモ嫌いに変わった

のです。自分自身を変えることなく、恐怖症を克服できたわけです。馬鹿げた話に聞こえるかも

しれませんが、実際、どのようにすれば自分もそのような変化を経験できるだろうか、と私に聞

いてくる人が多くいます。最近、営業担当者たちのグループにコーチングをしていた時、そのな

かの 1 人に「C レベルのエグゼクティブバイヤーとのミーティングを取り付けるにはどうすれば

いいか」と尋ねられました。通常このセールスマンはまず立場の低い窓口の人に会って提案書を

渡し、それを彼、彼女の上司に見せてもらって最終的な決断を待つ、というやり方をとっていま

した。過去には彼がそのゲートキーパーに上司を紹介してもらおうとしたこともありましたが、

毎回、そのリクエストは却下されていました。私は彼に、窓口を避け、幹部レベルの役員と直接

コンタクトをとる方法を、いくつか説明しました。そして彼の同僚達も含めてシナリオを作成

し、ビジネスミーティングを取り付けるために C レベルの役員とどのような会話をすればよいか

をロールプレイしました。それからミーティング自体のロールプレイもして交渉や商談を成立さ

せる方法も実演を通して学んでもらいました。しかしその営業担当者はそれに不満を感じ、私が

彼の時間を無駄にしたと非難しました。彼が言うには、日本ではそのようなやり方は通らない、

と言うのです。これまでに他のセールスマンが日本で実践し、成功を収めてきた例が数多くある

にもかかわらずです。彼は、窓口の人を通してエグゼクティブに紹介してもらう方法を教えてほ

しいと強く言ってきました。彼の頭の中では、日本ではそれがエグゼクティブと会える唯一の方

法なのです。「そのようなやり方が成功したことはない、とおっしゃったのはあなたですよね」

と私は言いました。「そう聞いたので私は違った方法を説明させていただいたのですが」。それ

を聞いた彼は、現実を見ろ、という言葉を残して、部屋を出て行ってしまいました。残った営業

スタッフたちは、彼の極端な態度に戸惑いながら互いを見回しました。やがてそのうちの 1 人が

私を見てこう言いました。「スティーブ、私は興味を持ちました。他のやり方など考えたことも

なかったので。もっと教えて下さい」。ずっと信じていたものが存在しなくなった時、そこに残

るのは現実です。それがどうしても受け入れられない場合は、オーストラリアに引っ越すという

手もありますが、私にはそれが解決策とは思えません。米国ボストン市生まれ。戦略コンサルテ

ィング会社、レランサ（東京・千代田）の社長。国際経営学修士（MBA）とコンピューターサイ

エンス博士号を取得。 

平岡和矩のコメント 
  これは、一つの例であり、正解ではない。人は、自分を変える、会社を変える、世の中を変

える、等々は、永遠のテーマである。そして、自分が変わらなければ、残念ながら、全て無とな

る。私の出版物の第一冊目、変わることへのこだわり書籍は、１９８７年 「会社は、こうすれ

ば変身できる」で、第二弾は、２００６年「自分が変わる会社が変わる」と変わることへのこだ

わりテーマ２冊を出版しております。現在も進化しながら伸びている会社と変わることが出来ず

に消えた会社もあり、変わることの厳しさを実感しました。成功・不成功は、自分は、御社は、

変わらねばならないと感じているかの感度の問題であると思います。 

夢テク研究所 
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星野芳昭（ほしの よしあき） 

      慶應義塾大学卒業後、1981 年マネジメントの専門団体に入職、1985 年大手マネジメントコ 

      ンサルティング会社に入社以降、主に上場企業の経営調査、組織改革、業務プロセス改革、 

      業績評価・人事制度改革、マネジャー育成等のプロジェクトに携わる。2013 年独立。現在は 

      企業統治、内部統とリスクマネジメント、執行役員育成等独自のプログラムを実践展開中 

      株式会社スターガバナンス代表取締役。info@stargovernance.co.jp 

 
不易流行の人的資本経営（５） 
 
 ６月は上場企業の総会シーズン。キャノンやセブンアイホールディングス等多くの企業で機関投資家などの株主が

社長や会長などの代表取締役に対して退任を要求したり、または再任に反対するという動きが出ています。まさに黒

船到来ということになります。 

１．福沢諭吉の士流学者の提唱と独自の山脈（人脈）形成 

福沢諭吉（１８３５～１９０１、慶應義塾の創設者）は「公益心を持ち新しい学問を身に付けた新しい時代の知識人」

を士流学者と称し、このような人たちが実業社会を担うべきということで、三井の中上川彦次郎（福沢諭吉の甥）、三

菱の荘田平五郎（のちの慶應義塾塾長）を各々中心にした多くの経営者層を「福沢山脈の経営者」として育てあげ

ました。 

２．渋沢栄一は福沢山脈に対して厳しい見方をしていた 

渋沢栄一（１８４０～１９３１）は第一銀行頭取を退任した翌年の１９１７年に「余の観たる福沢翁」の中で社会に出る

若者に以下のことを伝えました。 

・「独立自尊」の精神は良い意味において心がけてほしい。 

・しかしながら、ともするとこの言葉の正しい意味を忘れ、時に傲慢不遜になることもあり、こうした独りよがりの雰囲気

が慶應義塾出身者の中にも残念ながらいる（いないとは限らない） 

この背景には、福沢山脈の頂点に立っていた中上川彦次郎（１８５４～１９０１）は渋沢が会長だった王子製紙に芝浦

製作所（東芝の前身）時代の腹心の藤山雷太（１８６３～１９３８、中上川の義理の弟）を専務取締役として送り込み、

渋沢を強引に追い出してしまったのです。渋沢は「論語と算盤」の中で世の中には３種の悪徳重役がいて、役員とい

う名声を欲しいだけの人、人柄は良いが経営能力がない人、そして最悪なのは会社を利用して自分の出世の踏み

台にする人だと説きました。 

３．身内びいきではなく、本人の適性と能力を見抜いての登用の重要性 

福沢山脈に対して渋沢は出身地や学校にこだわらず、本人の適性と能力を見抜いての個別一本釣りの登用を行

いました。その典型が、戊辰戦争で負けた長岡藩の河井継之助の部下で大蔵省銀行課の職員だった外山脩蔵（１

８４２～１９１６）を大阪第三十二国立銀行の総監役として銀行経営全般を委ねたことです。外山はその後、日本銀行

大阪支店長、そしてアサヒビールを興しました。植村澄三郎（１８６２～１９４１）は甲府出身で１８８９年に北海道炭礦

鉄道設立のときに入社し経理部支配人となり、のち渋沢栄一の勧めで札幌麦酒専務取締役等を歴任、麦の改良,麦

芽・ホップの国産化などに努めました。１９０９年、政界疑獄事件が起きた大日本精糖株式会社の立て直しに渋沢が

登用したのがかつて渋沢を追いやった藤山でした。この事実に改めて渋沢の人を観る眼、先入観を廃して事実に基

づき、好き嫌いは別にして人の可能性を見出していたことがわかります。 

４．取締役の登用で重要なことは「執行役員の監視能力、リスクマネジメント能力」 

渋沢の役員人事は執行役員に焦点を当てていましたが、現在、政府は上場企業に対して女性の役員比率を高

めることを求めて運動展開をしています。多様性という観点で否定はしませんが、そもそも取締役は執行役員を監視

することであり、単に独自な助言をするのであれば顧問でも諮問委員でもよいわけです。渋沢が警告した言葉の「独

立自尊」が「多様性」に置き換えられ、身内びいきが女性びいきと揶揄され、取締役が益々形骸化しないことを願っ

ています。 

 
 



〈楽しい実践心理学教室〉 
話せることは、宝だ、と信じて勇気を出し、コミュニケーションを楽しむべき参考

例です。話したくても声の出ない方がいることを考え、声の出ない方は、必死にコミ
ュニケーションをとる方法を探しだし、苦労して会得しています。人は、日頃、意識
せずにいますが、必要に迫られた時に初めて、要領よく話せるだろうか？と意識して
からでは遅いのです。只ひたすら長い会話や会議は、聞く側にとっては、耳に入ら
ず、脳は拒否反応で役に立ない事を肝に命じましょう。この項は、シリーズとなりま
すので、是非、ご活用のほど。 
 
実践！Smart コミュニケーション（1） 1分間で話せる内容は  

東京国際大学客員教授 山本御稔 2023/5/22 日経産業新聞 

次の文章を声に出して読んでみてもらいたい。「私が中学校で学んだのは国語、社会、数学、

理科、英語です。加えて音楽、美術、体育、技術・家庭それに道徳です。楽しみは給食でした。

カレーが出てきた時は心が高まりました。私の中学だけかもしれませんが、12 月の冬休み前の給

食にクリスマスケーキが出ました。今でもあのおいしさは覚えています。」 

 

■時間と文字数 

地方局のテレビのアナウンサーに教えてもらったことだ。「与えられた時間でしっかりと話すべ

き内容を話しきることはとても難しいのです」。彼はこう言うと筆者に「今から 1 分差し上げま

す。立ち上がって私に目線を合わせてから話してみてください。よーいスタート！」いきなりだ

ったので何の準備もしていない。少し困ったが、内心では「1 分なんてあっという間だから、少

しだけ話せばいいだけだな」と思っていた。 

「私はもともと会社員でしたが、今は大学で金融論を教えています。行動経済学を取り入れなが

ら教えています」と話した。自分としてはこれで 1 分ぐらいだと思っていた。 

するとアナウンサーが笑いながら言った。「今ので大体 15 秒ですね。ひらがなとしての文字数

でいえば 70 字弱です。1 分は 60 秒ですから 4 倍、つまり 280 字ぐらいは必要になります。私

たちは 1 分という時間を短く感じますが、実は思った以上にたくさん話せるのです。では次の文

章を読んでみて下さい」 

こうして見せられたのが冒頭にある中学校の科目の話だ。ひらがなの場合にはおよそ 300 字であ

る。これをすらすら読むと 40 秒程度なのだが、句読点の部分に時間的余裕を持ち、スピードに

緩急を入れることで 1 分ほどになる。 

私たちは思ったよりもはるかに多くの文字数を「話す」という動作の中で使っているのだ。話す

ためには思った以上の情報量を持っておく必要がある。 

■日ごろの練習が不可欠 

アナウンサーからはこんなアドバイスがあった。「練習として適しているのは中学生のころの、

特に授業に関連した話です。大体覚えていますよね。その記憶を使って 1 分間にどれだけの文字

量を話すことができるのかを試すのです」多くの会社でも、このコミュニケーションの教育が実

施されているようだ。私たちは会社の朝礼やミーティング、クライアント向けのプレゼンテーシ

ョンなど、様々な時間設定の中で必要な内容を話すことを求められている。その時間内にどれだ

けの文字数を「話す」ことができるのかをしっかりと訓練する必要がある。 

1 分、5 分、10 分それぞれの話し方、そして資料を使いながらの 30～60 分でのプレゼンテーシ

ョンなどを的確にできるようにする。与えられた時間は貴重だ。それを無駄にしないようにする

ためには日々の準備が欠かせない。まずは 1 分の話し方から始めるのはいかがだろうか。 

組織のダイバーシティー（多様性）が進み、働き方も多様化するなかでコミュニケーションの重

要性が高まっています。円滑な人間関係を築いていくためのコミュニケーションの方法を紹介し

ます。 



《３月末からコロナ制限が一挙に開放で、夢が広がりすぎでは？》 
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今まで気づかなかったのですが、最近、発見し、植物の不思議さに驚き環境への順応性に生き

る術を遺伝子として内蔵していることに気づきました。直物に詳しい人であれば、ご存じでかも

しれませんが、私は、不勉強で植物の生きる強さを改めて認識させられ、感動いたしました。既

にご存知の方は、目を閉じてくだされば幸いでございます。そして、ご意見を頂ければ幸いでご

ざいます。➀と②は、１月１０日に寝屋川市に転居して、何かお花を植えなくては、と思いなが

ら、片付け物であたふたしていましたが、１ケ月過ぎにようやく落ちつき、ふと、花壇を見ると

何か正体不明の植物が生えていて、一見、トマトの葉に非常に似ており、楽しみにしておりまし

たら、５月末には、黄色い花が咲き、さて、実がいつ付くのだろうか？鳥たちからのプレゼント

か？土の中に既に有って、芽が出てきたのか判りません。また、③と➃の花は、十二単で、➂

は、以前の住居で、縦横無尽に土のないところでも這い出て、庭を占拠する勢いで伸び放題、自

由奔走に伸びて他の花壇へも侵入しておりましたが、今回は、庭が無く、花壇のみとなりました

ので、持参した十二単を移植しますと、何と花壇の中にきっちりと納まり、触手を出さない、そ

して、葉っぱのみが以前の３倍の大きさになっております。植物の生命力が羨ましい。 

平岡は、皆様に沢山の励みを頂いております。現在は、それを糧に、現状維持を保ち頑張って

おります。改めて、植物の様に、人間の加齢・老齢は止められないことに気づかされました。 

我が行く末も同じであると思いますが、日々健康に過ごせる様に、筋肉の強化とストレッチに

励み、平岡と共に、少しでも長く生きたいと思い感じる、この頃です。 

 

ご意見・ご感想をぜひお寄せ頂きます様、お待ち致しております。 

株式会社ケー・エス・ケー夢テク研究所 平岡外喜子 
連絡先 E メール ksk@yumeteku.com 

 

 


